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【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 19日 (2006.12.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 少 な く と も 水 性 コ ロ イ ダ ル シ リ カ を 含 む 液 と 、 前 記 少 な く と も モ リ ブ デ ン 酸 ア ン モ
ニ ウ ム を 含 む 水 溶 液 １ ０ ～ ５ ５ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク
リ ロ ニ ト リ ル 合 成 用 触 媒 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 　 本 発 明 者 ら は 、 シ リ カ 、 モ リ ブ デ ン 、 ビ ス マ ス 、 鉄 を 含 む 触 媒 を 製 造 す る に 際 し て
、 特 に 触 媒 前 駆 体 で あ る 水 性 ス ラ リ ー の 調 製 方 法 に 関 し て 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 従 来 の 常 識
か ら は 想 到 し 得 な い 新 た な 知 見 を 得 て 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
　 　 　 す な わ ち 、 本 発 明 の ア ク リ ロ ニ ト リ ル 合 成 用 触 媒 の 製 造 方 法 は 、 少 な く と も 水 性 コ
ロ イ ダ ル シ リ カ を 含 む 液 に 、 少 な く と も モ リ ブ デ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム を 含 む 水 溶 液 を 添 加 し
て 、 ｐ Ｈ が ４ ～ ７ の 水 性 液 状 物 を 調 製 す る 第 １ 工 程 と 、 該 水 性 液 状 物 の ｐ Ｈ を ４ ～ ７ に 維
持 し た ま ま 、 １ ０ ～ ５ ５ ℃ で ５ ～ ６ ０ 分 間 保 持 す る 第 ２ 工 程 と 、 該 第 ２ 工 程 の 後 に 、 前 記
水 性 液 状 物 に ビ ス マ ス お よ び 鉄 を 含 む 強 酸 性 水 溶 液 を 添 加 し て 水 性 ス ラ リ ー を 調 製 す る 第
３ 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 前 記 少 な く と も 水 性 コ ロ イ ダ ル シ リ カ を 含 む 液 と 、 前 記 少 な く と も モ リ ブ デ ン 酸 ア
ン モ ニ ウ ム を 含 む 水 溶 液 １ ０ ～ ５ ５ ℃ で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 　 　 前 記 ア ク リ ロ ニ ト リ ル 合 成 用 触 媒 の 組 成 が 、 下 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る こ と が 好

の 温 度 が

の 温 度 が



ま し い 。
　 　 　 Ｍ ｏ ａ Ｂ ｉ ｂ Ｆ ｅ ｃ Ａ ｄ Ｂ ｅ Ｏ ｆ （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） ｇ ・ ・ ・ （ １ ）
（ 式 （ １ ） 中 、 Ｍ ｏ 、 Ｂ ｉ 、 Ｆ ｅ お よ び Ｏ は そ れ ぞ れ モ リ ブ デ ン 、 ビ ス マ ス 、 鉄 お よ び 酸
素 を 表 し 、 Ａ は ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 ル ビ ジ ウ ム 、 セ シ ウ ム お よ び タ リ ウ ム か ら な る 群
よ り 選 ば れ た 少 な く と も １ 種 の 元 素 、 Ｂ は コ バ ル ト 、 ニ ッ ケ ル 、 銅 、 亜 鉛 、 マ グ ネ シ ウ ム
、 カ ル シ ウ ム 、 ス ト ロ ン チ ウ ム 、 バ リ ウ ム 、 チ タ ン 、 バ ナ ジ ウ ム 、 ク ロ ム 、 マ ン ガ ン 、 タ
ン グ ス テ ン 、 銀 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 リ ン 、 ホ ウ 素 、 ス ズ 、 鉛 、 ガ リ ウ ム 、 ゲ ル マ ニ ウ ム 、 ヒ
素 、 ア ン チ モ ン 、 ニ オ ブ 、 タ ン タ ル 、 ジ ル コ ニ ウ ム 、 イ ン ジ ウ ム 、 イ オ ウ 、 セ レ ン 、 テ ル
ル 、 ラ ン タ ン お よ び セ リ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 ば れ た 少 な く と も １ 種 の 元 素 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ は
シ リ カ を 表 す 。 た だ し 、 ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ 、 ｅ 、 ｆ お よ び ｇ は 各 元 素 の 原 子 比 を 表 し 、 ａ ＝
１ ２ の と き 、 ０ ． １ ≦ ｂ ≦ ５ 、 ０ ． １ ≦ ｃ ≦ １ ０ 、 ０ ． ０ １ ≦ ｄ ≦ ３ 、 ０ ≦ ｅ ≦ ２ ０ 、 １
０ ≦ ｇ ≦ ２ ０ ０ で あ り 、 ｆ は 前 記 各 成 分 の 原 子 価 を 満 足 す る の に 必 要 な 酸 素 の 原 子 比 で あ
る 。 ）

(2) JP 2006-55732 A5 2007.2.8


	header
	written-amendment

